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特集に
あたって

室内環境学会は1998年に前身である室内環境研究

会より学会化されたが，その当時は，化学物質分科

会，設備機器（生物）分科会，建材分科会，燃焼機

器分科会，健康影響分科会，簡易測定法分科会，快

適環境分科会という7つの分科会が活動していた。

化学物質分科会は本学会において初期から現在まで

続く最も長い歴史を有する分科会であり，現名誉会

員の松村年郎先生が初代の代表を務められた。その

後，2008年より東海大学の関根嘉香先生が代表を務

められ，2017年からは筆者が担当している。当分科

会の活動目的は，室内環境中の化学物質の発生・挙

動，測定・対策，ヒト健康・材料影響などに関する

最新の知見を広く調査・研究し，その成果を会員あ

るいは社会に発信して貢献し，室内環境研究の“新

しい視点（ニーズ，シーズ）”の追求と提案により

新たな学術研究領域の萌芽に寄与することである。

本特集においても，既存研究領域にこだわらず企画

を試み，新たな室内環境に関わる物質や場，測定方

法などについてテーマを模索した。

「食」は私たちが生きていく中で欠かせない生活

行為であり，他者と食事を囲む場面も少なくはなく，

日常的なコミュニケーションの一環としての社会的

行為でもある。また，食材（第一次産業）はもちろ

ん，加工食品（第二次産業）から飲食店（第三次産

業）など，食が関わる産業の幅と規模は大きい。こ

れまでも室内環境分野において食に関わる研究は少

なくないが，本特集の機会を通じて，食と室内環境

および化学物質に関わる研究分野に注目したいと考

えた。

まず，徳村雅弘先生（静岡県立大学）には，安全

な食生活のための課題と展望を解説いただいた。社

会的背景要因により，食に関わる化学物質の位置づ

けは変化がはやい。まず，そもそも食品に含まれる

化学物質にはどのようなものがあるのか，どのよう

な経緯で含まれるのかなど基本的なことをまとめて

いただいた。その上で，健康上どのような課題があ

るのかを説明いただき，食品の安全性を確保するた

めに必要なことを示唆していただいた。

次に，村田真一郎先生（フロンティアフーズ株式

会社）には，食品由来の化学物質が室内空気に及ぼ

す影響に着目していただいた。特に生活の質に大き

く関わる臭気や，食品由来の化学物質の健康への影

響をどう考えるのか，示唆に富む内容である。一方，

ガス状化学物質が食品保蔵に活用される事例も紹介

されており，産業上の利用価値が解説されている。

吉田敦子先生（東京家政大学）には，伝統的な発

酵食品や発酵調味料を主題にスポーツ栄養学の観点

から解説をいただいた。発酵は生物学的な現象では

あるものの，古くから，温度や湿度，酸素量などの

室内環境をコントロールすることで，ヒトに有益な

化学変化が起こるように制御して食品製造に活用さ

れてきた。微生物の代謝により食品栄養学上有効な

化学成分を作り出す技術をわかりやくまとめていた

だいた。

最後に，戸次加奈江先生（国立保健医療科学院）

には，乳幼児用玩具に着目していただいた。子ども

の成長や健康影響の観点からも化学物質曝露が注目

される中，あえて一般的には食品というキーワード

からは連想されない子どものおもちゃ（玩具）につ

いて解説をいただいた。ぜひ，なぜ食品というテー

マで玩具なのか，関心をもって解説を読み進めてい

ただきたい。

本特集は今号にて完結するものではなく，上述し

た企画目的に合わせて継続的に論文を特集していき

たいと考えている。最後に，ご多用中にもかかわら

ず快く執筆を引き受けてくださった著者の先生方，

またこのような機会を与えてくださった出版委員会

の先生方に心より御礼申し上げます。
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